
鎌ケ谷市第３次環境基本計画  変更点 資料1-4

№ 該当ページ 項目 内容 備考

1 ー はじめに アンケート → アンケート調査

2 ー はじめに 最後に謝辞を追加

3 ー 目次
第2章 環境像と基本目標-

→第2章 環境像と基本目標 ※「-」削除）

4 ー 目次
第３章

基本目標１と４に包含する計画を追加

5 ー 目次

資料編

鎌ケ谷市の気候変動の変化と将来予測

→ 鎌ケ谷市の気候変動と将来予測

「気候変動」・「変化」意味の重複

6 ー 目次 第3章のページ番号修正

7 ー 目次 資料編に追加した項目とページを追加

8 4
脱炭素社会の形成に向けた枠組み

【パリ協定】3行目
発行しました → 発行されました 「パリ協定」が主語のため受動態とした

9 5
IPCC第6次報告書

6行目

第6次評価報告書第Ⅱ作業部会報告書（気候変動−影響・適

応・脆弱性）

→第6次評価報告書第２作業部会報告書（影響・適応・脆弱

性）

IPCCは気候変動に関するものであり、そのことに

ついて前述しているため不要

10 5

コラム：IPCC第6次報告書による世界の平均

気温の将来予測

シナリオの表

CO2

→CO2（2を下付き）

英数字の前後のスペース削除

11 7
地球温暖化対策の推進に関する法律の改正

第3段落1行目

再生可能エネルギーの促進を図る

→ 再生可能エネルギーを活用した脱酸素化の促進を図る
表現が曖昧だったので修正した

12 12
千葉県環境基本計画

1行目

2018（令和元）年度から2028年度

→2019（令和元）年度から2028年度

千葉県公表の表記に従い、2028年度には、和暦の

表記はなし

13 14
2022年 IPCC第6次報告書 （気候変動−影響・適応・脆弱性）

→（影響・適応・脆弱性）
P5の表現に合わせた

14 15 評価資料 対象となる項目
・施策・事業

→ ・施策や事業
「・」が重複

15 15 ページ下部 「かまたん」と「むだナシくん」のイラストを追加

16 17
市民満足度による評価

「評価結果」の1つ目の●

向上しています。おり、

→向上しており、
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鎌ケ谷市第３次環境基本計画  変更点 資料1-4

№ 該当ページ 項目 内容 備考

17 18 かまたんとカビーの写真説明文 左右の説明の順番を変更（右を先に変更）

18 19 ページ下部の空白部分 「ニホンアカガエル」の写真挿入 ライセンスフリーの素材を引用

19 21
コラム：鎌ケ谷市の農業振興の取組み

4段落 1行目

「地産地消」

→「鎌産鎌消」
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鎌ケ谷市第３次環境基本計画  変更点 資料1-4

№ 該当ページ 項目 内容 備考

20 22
環境指標による評価

市域からの温室効果ガス排出量

【現在の値】

481,552t-CO2

2018（平成30）年度実績から、2019（令和元）

年度実績に変更。なお、2019年度実績は暫定値か

21 29
生物多様性の理解と促進

2段落1行目

絶滅が危ぶまれている

→ 絶滅のおそれのある

「危ぶまれてる」を使う場合

（例）生存が−、存続が−

22 30
良好な生活環境の維持

3行目

、水質については

→、一部の水質については

23 31
コラム

第2段落5行目

1時間降水量50mm以上

→ 1時間あたりの降水量が50mm以上

24 33
計画の目的

第2段落1行目

第2次計画策定から

→ 前計画策定から
計画内で言い回しを統一

25 34
計画の位置づけ

第1段落6行目

施策の策定及び実施を行うにあたっては

→ 施策の策定及び実施にあたっては
意味の重複

26 35
4-3計画の対象

図表タイトル

鎌ケ谷市第3次環境基本計画の対象範囲

→鎌ケ谷市第3次環境基本計画の対象分野
本文中の説明に合わせて表記を変更

27 36
4-5計画の推進体制

見出しタイトル

4-5計画の推進体制

→4-5計画の推進主体

本文内容に合わせて表記を変更（推進体制は第4章

で言及）

28 40 10年後の鎌ケ谷市のイメージ図 製本時の見やすさを考慮して全体的に左に移動

29 40 10年後の鎌ケ谷市のイメージ図 図の差し替え
イラストのタッチ、色味をそろえたものに差し替

え

30 44 むだナシくんのイラスト 体が透けないように位置を調整

31 45
基本目標5 副次的な効果

●5つ目

社会教育、生涯学習の活性化

→生涯学習社会の実現、生涯学習の活性化

32 46 コラム：地球温暖化のメカニズム を追加
コラムとして、地球温暖化のメカニズムに関する説明と図を

追記

33 48 基本目標2 循環型社会のサブタイトル
～環境への負荷を減らす 生活の中でできること～

→～環境への負荷を減らす、生活の中でできること～

34 49 基本目標2 施策11
資源化推進のための仕組みづくり

→資源化促進のための仕組みづくり

35 50
市内における温室効果ガス排出量の推移と今

後の見通し（2019年の数値）

448

→ 446
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鎌ケ谷市第３次環境基本計画  変更点 資料1-4

№ 該当ページ 項目 内容 備考

36 51
表：市内における温室効果ガス排出量の推移

と今後の見直し

2019年度実績値のデータ修正

家庭部門：120,758→119,324

合計：447,803→446,370

2019年度の実績値は、確報値を用いて算出した値

に修正

37 52
再生可能エネルギーの導入状況

4行目の下

※でエネルギー消費量（J：ジュール）と消費電力（W：

ワット）の関係の説明を追加

38 52

再生可能エネルギーの導入状況の推移のグラ

フ

凡例の下

※k（キロ）とM（メガ）の説明追加

39 53
成果指標 目標値

市域の温室効果ガス排出量
277千t → 277.00千t 現状値の小数点表記に合わせた

40 53 成果指標の項目
現状値（2020年度）

→現状値 ※「（2020年度）」削除

41 53 市域の温室効果ガス排出量の現状値
現状値：446.37 → 446

目標値：227   → 228
P54図表との整合性

42 54 温室効果ガス削減目標のグラフ グラフの差し替え
2019年度の実績値は、確報値を用いて算出した値

に修正

43 55
（参考）温室効果ガス排出量及び削減量の部

門別内訳

2030年削減量：277 → 278

基準年度(2013)からの削減量：-279 → -278

※四捨五入表記の関係で、各部門の累計と合計値が一致しな

いことがある。

P54図表との整合性

44 55 コラム：削減量の考え方について 図表の小数点以下を切り捨て P55図表との整合性

45 55
コラム：削減量の考え方について

表：2030（令和2）年度までの削減量の内訳

（参考）2019年度からの削減量

【現状すう勢による削減量】

48.9→47.5

【削減量合計】

170.4→169.0

2019年度の実績値を、確報値を用いて算出した値

に修正したことに伴う修正

46 56 再エネ目標値の導入容量 ※で導入容量についての説明追加
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鎌ケ谷市第３次環境基本計画  変更点 資料1-4

№ 該当ページ 項目 内容 備考

47 59
施策3

1行目

、令和5年度改定予定～

→2023（令和5）年度改訂予定～

48 59 取組み内容の1
2050年温室効果ガス排出量ゼロを目指し、

→2050年温室効果ガス排出量実質ゼロを目指し、

49 62 施策8
エネルギーの面的利用の促進

→エネルギーの面的利用の推進

50 64 基本目標2のサブタイトル
～環境への負荷を減らす 生活の中でできること～

→～環境への負荷を減らす、生活の中でできること～

51 65 2050年度に向けたロードマップの項目
資源化推進のための仕組みづくり

→資源化促進のための仕組みづくり

52 69 個別目標5 タイトル
適正なごみ処理体制の推進

→ごみ処理体制の推進 ※「適正な」削除

53 75
コラム：鎌ケ谷市の外来生物

セアカゴケグモの説明
文章が途切れていたため修正

54 75
コラム：鎌ケ谷市の外来生物

第2段落5行目

、適切な対応する必要があります。

→、適切に対応する必要があります。

55 75
コラム：鎌ケ谷市の外来生物

セアカゴケグモの説明 1行目

形態：雌の体⾧ 約7～10m、雄の体⾧ 約4～5mm

→形態：体⾧【雌】約7～10mm、【雄】約4～5mm

m→mmへ単位を修正する過程で、スペースが足り

なくなったため、表記方法を変更

56 82
コラム

二次元コード
二次元コードを更新

スマートフォンで撮影して確認したところ、リン

クが切れていたため最新のURLに更新

57 84 2050年度に向けたロードマップの項目
協働による環境マネジメント機会の創出

→協働による環境マネジメントの場の創出

58 85
事業者の取組み

●4つ目

従業員を対象とした

→従業員（社員、職員等）を対象とした

59 88 施策35 タイトル
協働による環境マネジメント機会の創出

→協働による環境マネジメントの場の創出

60 88 施策35 3行目
～ような機会の創出を図ります。

→～のような場の創出を図ります。

61 89 コラム
9名の高校生に参加いただき

→ 延べ14名の高校生にご参加いただき
資料-9の数値との整合性
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鎌ケ谷市第３次環境基本計画  変更点 資料1-4

№ 該当ページ 項目 内容 備考

62 89

コラム：鎌ケ谷の未来を語ろう！～高校生

ワークショップ～

イラスト

イラストを第1回高校生WSの画面写真に差し替え

できるだけ全員が前を向いている場面の写真を編

集（横向きになっていた生徒さんの画面を合

成）。

63 90 コラム
9名の市民の方に参加いただき

→ 延べ15名の市民の方にご参加いただき
資料-9の数値との整合性

64
50,64,70,

76,83
各項目のサブタイトル フォントを柔らかいものに変更

65 資料-10 令和4年度第4回環境審議会

鎌ケ谷市第３次環境基本計画（案）に対するパブリックコメ

ントの実施結果について

→ 鎌ケ谷市第３次環境基本計画（案）に対するパブリック

コメント及びオープンハウスの実施結果について

66 資料-11 算定方法 4行目

活動量により按分（鎌ケ谷市／千葉県）。

→ 活動量により按分します（鎌ケ谷市／千葉県）。 体言止め×

67 資料-11 算定方法 6行目

積み上げ、算定。

→ 積み上げて算定します（鎌ケ谷市／千葉県）。 体言止め×

68 資料-11～資料-12 温室効果ガス排出量の算定方法 新規追加

69 資料-13 見出し

資料編

鎌ケ谷市の気候変動の変化と将来予測

→ 鎌ケ谷市の気候変動と将来予測

「気候変動」・「変化」意味の重複

70 資料-13
年平均気温・年降水量の現状

3行目

真夏日日数、冬日日数

→ 真夏日の日数、冬日の日数
並列表記の「熱帯夜の日数」に合わせた

71 資料-13
年平均気温・年降水量の現状

1行目、および4行目

統計期間：1967～2020年

→統計期間1967～2018年

72 資料-16

鎌ケ谷市の気候変動の影響評価の表

「野菜・果樹」の「既に確認されている現

象」の3つ目の○の2行目

ブドウブドウ

→ブドウ
重複

73 資料-18

鎌ケ谷市の気候変動の影響評価の表

「分布・個体数の変動」の「将来予測される

影響」の1つ目の●の3行目

主の絶滅を招く

→種の絶滅を招く
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鎌ケ谷市第３次環境基本計画  変更点 資料1-4

№ 該当ページ 項目 内容 備考

74 資料-18
鎌ケ谷市の気候変動の影響評価の表

「産業・経済活動」の項目
同じ内容が2つ記載されていたため、1つを削除

75 資料-2～資料-7 鎌ケ谷市環境基本条例 新規追加

76 資料-20～ 用語集 和暦と西暦の順番が本編と逆になっていたため、修正

77 資料-22
新型コロナウイルス感染症

4行目

2022（令和4年）現在

→ 2023（令和5年）現在
最新の情報に更新

78 資料-23
生物多様性国家戦略2012-2020

下から2行目

2022（令和4年）現在

→ 2023（令和5年）現在
最新の情報に更新

79 資料-8 鎌ケ谷市環境審議会委員名簿 新規追加

80 資料-9 令和3年度第1回環境審議会

・鎌ケ谷市環境基本計画について

→・鎌ケ谷市第３次環境基本計画策定に係る全体のスケ

ジュールについて

シート内他項目の表記との整合性

81 資料-9 令和3年度第2回環境審議会【書面会議】
～2月16日

→ ～3月14日
会議録の日付

82 資料-9 令和4年度第2回環境審議会【書面会議】
8月8日～8月16日

→ 7月19日～8月31日
会議録の日付

83 資料-9 庁内関係課へのヒアリング
・鎌ケ谷市第３次環境基本計画への意見照会

→ 鎌ケ谷市第３次環境基本計画骨子案への意見照会

84 資料-9～資料-10 策定経過 新規追加

85 全体 図表タイトル フォントサイズを11pに変更（3章以降は11ptのまま）

86 全体 英語の略称の表記 全角大文字から半角大文字に統一
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